
15/3/29 20 時 58 分

絵
手
紙

春
駒
（
ハ
ル
コ
マ
）

日
時

毎
月
第
2
木
曜
日

10
時
～
12
時

場
所

長
後
郵
便
局

会
費

月
７
０
０
円

講
師

鏑
木
静
子
先
生

申
込

北
見

千
代
子
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  長後地区防災講演会

  『突然の発災にどう対処すべきか』

講師：佐藤 榮一

  （桐蔭横浜大学リスク管理学講師）

日時：3 月７日（土）

13 時 30 分～15 時４0 分

場所：長後市民センター 3 階ホール

定員：成人 20 人（2 回とも出られる方）

費用：無料

  ※申込は当日、会場までお越し

下さい。

現
在
、
長
後
地
区
に
は
19
の
公

園
が
あ
り
、
そ
の
名
称
に
字
が
付

け
ら
れ
て
い
る
。
市
内
全
域
の
公

園
名
も
同
様
で
、
そ
の
経
緯
を
公

園
課
で
聞
い
た
。
明
確
な
事
は
分

か
ら
ず
、
古
く
か
ら
あ
る
字
の
方

が
場
所
を
特
定
し
易
い
、
地
域
住

民
に
親
し
み
易
い
、
な
ど
の
理
由

に
よ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
。

公
園
名
を
通
し
て
、
そ
の
字
の
由

来
を
探
っ
て
み
た
。

◇
長
後
新
屋
敷
公
園
（
平
成
８
年

６
月
開
園
）

藪
鼻
宿
（
亀
井
野
か
ら
北
に
の

び
る
大
き
な
藪
の
端
で
あ
っ
た
。

現
在
の
あ
い
も
ー
る
商
店
街
）
の

他
に
ほ
と
ん
ど
家
は
な
く
、
畑
や

山
林
で
あ
っ
た
。
明
治
の
末
頃
か

ら
分
家
（
新
家
）
が
建
ち
始
め
た

事
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
。

◇
諏
訪
棚
公
園
（
昭
和
47
年
11
月

開
園
）
昔
か
ら
の
住
民
は
小
菅
姓
で
、

山
梨
か
ら
移
り
住
ん
だ
小
菅
氏

が
氏
神
と
し
て
諏
訪
明
神
を
奉

っ
た
事
で
こ
の
名
が
あ
る
。
棚
と

は
河
岸
段
丘
の
事
。

（
資
料
提
供
・
藤
沢
地
名
の
会
会
長

鈴
木
富
雄
さ
ん
）

月 刊
２０１５年４月号
（平成２７年）
№４３６

長後だより編集委員会

藤沢市長後  ５１３

℡  ４４－１６２２

発行責任者 野渡 訓

長
後
駅
西
口
駅
前
広
場
の
改
修
に
伴
い
、
自
転
車
等
駐
車
場
が

完
成
し
、
4
月
1
日
に
開
設
し
た
。
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
と
し
て

一
新
し
た
駅
前
広
場
は
長
後
の
玄
関
と
し
て
の
期
待
が
か
か
る
。

放
置
自
転
車
対
策
の
一
環
と
し

て
、
西
口
駅
前
広
場
改
修
に
伴
い
昨

年
の
９
月
か
ら
整
備
工
事
が
行
わ

れ
て
い
た
。
名
称
は｢

長
後
駅
西
口

自
転
車
等
駐
車
場｣

。
収
容
台
数
４

５
０
台
、
利
用
車
種
は
自
転
車
及

び
原
動
機
付
自
転
車(

50

CC

以

下)

で
電
子
マ
ネ
ー
利
用
も
可
能
。

こ
れ
に
よ
り
駅
周
辺
に
置
き
去
り

に
な
り
放
置
さ
れ
る
自
転
車
や
ミ

ニ
バ
イ
ク
な
ど
も
改
善
。
街
灯
、
防

犯
カ
メ
ラ
も
設
置
さ
れ
夜
間
も
安

心
し
て
利
用
で
き
る
様
に
な
っ
た
。

富士見台小学校

長後小学校

長後中学校

高倉中学校

藤沢総合高等学校

104 人

164 人

121 人

157 人

279 人

3 クラス

5 クラス

5 クラス

4 クラス

8 クラス

（平成 27.3.23 現在）

放
課
後
、
保
護
者
が
就
労
等

で
留
守
と
な
る
家
庭
の
児
童
を

預
か
る
「
児
童
ク
ラ
ブ
」
、
長
後

地
区
に
は
３
ヵ
所
あ
る
。

施
設
の
広
さ
等
で
人
数
は
限

ら
れ
、
待
機
児
童
が
い
る
ク
ラ

ブ
も
あ
る
。
藤
沢
市
は
今
年
度

か
ら
５
年
以
内
に
新
設
や
施
設

整
備
等
を
行
う
。

「
う
さ
ぎ
児
童
ク
ラ
ブ
」
を

取
材
し
て
、
ク
ラ
ブ
の
生
活
を

紹
介
し
た
い
。

学
校
か
ら
帰
る
と
ま
ず
宿
題

を
す
ま
せ
る
。
上
級
生
が
下
級

生
を
み
て
あ
げ
た
り
、
塾
等
に

行
く
児
童
は
外
出
す
る
。

お
や
つ
の
時
間
に
は
１
品
は

手
作
り
を
出
す
よ
う
に
し
て
い

る
。
そ
の
後
は
縦
割
り
で
８
班

に
分
か
れ
た
全
員
で
掃
除
、
片

付
け
等
を
行
う
。

大
き
な
行
事
は
夏
休
み
の
１

泊
キ
ャ
ン
プ
。
昨
年
初
め
て
出

演
し
た
「
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー

ト
」
は
児
童
に
好
評
だ
っ
た
。

指
導
員
の
海
堀
さ
ゆ
り
さ
ん

は
「
学
校
・
地
域
・
保
護
者
と

の
連
携
を
大
切
に
し
て
、
児
童

の
安
全
と
保
護
者
の
安
心
、
信

頼
の
た
め
に
と
、
心
が
け
て
い

ま
す
」
と
話
し
た
。

三者連携で子育て支援

３ヵ所の児童クラブ

賛
助
会
員
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
で

円
滑
に
運
営
で
き
ま
す
こ
と
に
感
謝

致
し
ま
す
。

平
成
26
年
度
賛
助
会
員

加
入
者
お
よ
び
賛
助
金

個
人
会
員
１
０
４
人

１
７
３
口

団
体
会
員
28
団
体
１
０
７
口

賛
助
金
計
28
万
円

○
賛
助
会
費
（
何
口
で
も
）

一
口

１
０
０
０
円

平
成
27
年
４
月
１
日
よ
り

○
申
し
込
み

※
申
込
書
は
市
民
セ
ン
タ
ー
に

あ
り
ま
す

※
申
し
込
み
受
付
は
平
日

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

○
賛
助
会
員
は
紙
面
に
て
年
３
回
会

員
名
簿
を
掲
載

連
絡
先

長
後
市
民
セ
ン
タ
ー
・
公

民
館
内
・
長
後
だ
よ
り
編
集
委
員
会

事
務
局(

44)

１
６
２
２

駐
輪
場
利
用
に
関
す
る
問
合
せ

長
後
駅
西
口
自
転
車
等
駐
車
場

 
 
 
 
 

（
41
）
４
０
０
１

ご入学おめでとうございます

児
童
福
祉
法
の
改
正
に
よ
り

平
成
27
年
度
よ
り
入
所
対
象
が

拡
大
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
４
年
生

ま
で
で
あ
っ
た
の
が
６
年
生
ま

で
と
な
る
。

長後市民センターの桜

おいしいな！手作りおやつ

オープンを待つ自転車等駐車場

平成 27.3.13 現在

長
後
駅
西
口

自
転
車
等
駐
車
場



15/3/30 20 時 10 分

絵
手
紙

春
駒
（
ハ
ル
コ
マ
）

日
時

毎
月
第
2
木
曜
日

10
時
～
12
時

場
所

長
後
郵
便
局

会
費

月
７
０
０
円

講
師

鏑
木
静
子
先
生

申
込

北
見

千
代
子
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  長後地区防災講演会

  『突然の発災にどう対処すべき

か』

講師：佐藤 榮一

  （桐蔭横浜大学リスク管理学講師）

日時：3 月７日（土）

13 時 30 分～15 時４0 分

場所：長後市民センター 3 階ホール

定員：成人 20 人（2 回とも出られる

方）

費用：無料

  ※申込は当日、会場までお越し

下さい。

現
在
、
長
後
地
区
に
は
19
の
公

園
が
あ
り
、
そ
の
名
称
に
字
が
付

け
ら
れ
て
い
る
。
市
内
全
域
の
公

園
名
も
同
様
で
、
そ
の
経
緯
を
公

園
課
で
聞
い
た
。
明
確
な
事
は
分

か
ら
ず
、
古
く
か
ら
あ
る
字
の
方

が
場
所
を
特
定
し
易
い
、
地
域
住

民
に
親
し
み
易
い
、
な
ど
の
理
由

に
よ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
。

公
園
名
を
通
し
て
、
そ
の
字
の

由
来
を
探
っ
て
み
た
。

◇
長
後
新
屋
敷
公
園
（
平
成
８
年

６
月
開
園
）

藪
鼻
宿
（
亀
井
野
か
ら
北
に
の

び
る
大
き
な
藪
の
端
で
あ
っ
た
。

現
在
の
あ
い
も
ー
る
商
店
街
）
の

他
に
ほ
と
ん
ど
家
は
な
く
、
畑
や

山
林
で
あ
っ
た
。
明
治
の
末
頃
か

ら
分
家
（
新
家
）
が
建
ち
始
め
た

事
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
。

◇
諏
訪
棚
公
園
（
昭
和
47
年
11

月
開
園
）

昔
か
ら
の
住
民
は
小
菅
姓
で
、

山
梨
か
ら
移
り
住
ん
だ
小
菅
氏

が
氏
神
と
し
て
諏
訪
明
神
を

奉
っ
た
事
で
こ
の
名
が
あ
る
。
棚

と
は
河
岸
段
丘
の
事
。

（
資
料
提
供
・
藤
沢
地
名
の
会
会
長

鈴
木
富
雄
さ
ん
）

◇
上
谷
台
公
園(

昭
和
51
年
11

月
11
日
）

上
は
北
の
意
、
谷
台
は
谷
戸

(

谷)

に
因
む
。
昭
和
57
年
発
行

｢

藤
沢
市
字
界
図｣

に
は
こ
の

｢

字｣

に
な
っ
て
い
る
。

◇
天
神
添
公
園(

平
成
12
年
２

月
10
日
）・
長
後
天
神
添
西
公
園

(

平
成
24
年
３
月
31
日
）

天
神
と
は
天
満
宮
の
あ
る
地

域
。
こ
こ
に
築
城
し
た
渋
谷
基

④

(

３)

編
集
後
記

☆｢

孟
母
三
遷｣

子
ど
も
の

教
育
に
は
環
境
を
選
ぶ
こ

と
が
大
切
と
孟
子
の
母

が
、
三
度
住
居
を
移
し
た
。

だ
が
、
教
育
を
受
け
る
こ

と
が
出
来
な
い｢

パ
キ
ス

タ
ン
の
タ
リ
バ
ン
思
想｣

女
子
教
育
を
禁
止
し
て
い

る
、
そ
の
よ
う
な
地
域
か

ら
住
居
を
変
え
る
こ
と
す

ら
で
き
な
い
子
ど
も
達
、

教
育
の
大
切
さ
は
昔
も
今

も
変
わ
る
こ
と
な
し
。

｢

一
人
の
良
母
は
万
人

の
教
師
に
も
勝
る｣

ド
イ

ツ
の
教
育
者
ヘ
ル
バ
ル
ト

の
言
葉
。

☆
校
庭
の
桜
は
今
年
も
新

入
生
を
待
っ
て
い
ま
す

よ
。｢

黄
道
吉
日｣

教
育
を

受
け
ら
れ
る
最
良
の
日
に

皆
で
感
謝
。

☆
新
年
度
か
ら
題
字
が
変

わ
り
ま
す
。
21
年
間
親
し

ま
れ
た｢

ち
ょ
う
ご
だ
よ

り｣

の
題
字
、
作
者
山
口
正

照
さ
ん
は
当
時
小
学
校
の

６
年
生
で
し
た
。
山
口
さ
ん

に
心
か
ら
感
謝
し
ま
す
。

☆
今
年
度
も｢

長
後
だ
よ

り｣

ご
支
援
の
程
、
宜
し
く

お
願
い
し
ま
す
。（
Ｓ
・
Ｎ
）

家
（
重
国
の
祖
父
）
が
菅
原
道
真

を
祭
祀
し
天
満
天
神
（
神
社
の
宮

号
）
と
し
た
こ
と
に
因
む
。

桜
ま
つ
り

桜
ま
つ
り

第
27
回

桜
ま
つ
り
開
催
さ
れ
る

桜
ま
つ
り

桜
ま
つ
り

点
滅
信
号
機
を
撤
去

桜
ま
つ
り

◇
上
の
原
公
園
（
平
成
12
年
２

月
10
日
）

上
の
原
は
藤
沢
市
が
大
和
市

へ
突
き
出
た
よ
う
な
形
に
な
っ

て
お
り
、
上(

北)

の
ほ
う
に
あ
る

野
原
で
あ
っ
た
。

◇
滝
の
上
公
園
（
昭
和
62
年
４

月
14
日
）
・
滝
の
上
第
二
公
園

(

平
成
７
年
７
月
１
日
）

境
川
よ
り
西
２
０
０
ⅿ
の
所

に
滝
が
落
ち
て
お
り
、
こ
の
上
の

一
帯
を
こ
う
呼
ん
だ
。

※
（

)

内
は
開
園
時
期(

資
料
提
供
・
藤

沢
地
名
の
会

会
長
鈴
木
富
雄
さ
ん
）

桜
ま
つ
り

桜
ま
つ
り

新
高
倉
公
園
開
園

藤
沢
総
合
高
校
の
２
、
３

年
生
10
人
が
製
作
し
た
短

編
映
画
２
作
品
が
２
月
28

日(

土)

長
後
商
店
街
会
館

で
上
映
さ
れ
た
。

こ
の
映
画
製
作
は
長
後

商
店
街
協
同
組
合
が
地
域

活
性
化
事
業
の
一
環
と
し

て
同
校
に
依
頼
し
た
も
の
。

山
村
忠
夫
理
事
長
は
「
地
域

で
子
ど
も
達
を
ア
シ
ス
ト

し
た
い
」
と
、
商
店
街
の
Ｐ

Ｒ
で
は
な
い
自
由
な
作
品

作
り
を
要
望
し
た
。

製
作
開
始
は
昨
年
秋
。
脚

本
、
演
出
、
出
演
、
撮
影
、

編
集
ま
で
全
て
生
徒
が
手

掛
け
、
湘
南
市
民
メ
デ
ィ
ア

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
野
晃

太
さ
ん
が
サ
ポ
ー
ト
。

作
品
『
ぬ
く
も
り
の
世

界
』・『
帰
路
』
で
は
、
抱
え

る
悩
み
や
不
安
に
立
ち
向
か

う
若
者
の
姿
が
描
か
れ
て
い

３
月
28
日(

土)

に
開
催
さ
れ

た
長
後
公
民
館
主
催
の
桜
ま
つ
り

は
、
体
育
館
の
工
事
に
伴
い
、
今

年
は
３
階
ホ
ー
ル
を
中
心
に
行
わ

れ
た
。
各
サ
ー
ク
ル
に
よ
る
踊
り

や
演
武
の
他
、
甘
酒
の
サ
ー
ビ
ス

が
あ
っ
た
。
紙
ひ
こ
う
き
を
作
っ

て
飛
ば
し
た
り
、
当
て
く
じ
コ
ー

ナ
ー
等
、
子
ど
も
達
が
楽
し
ん
で

い
た
。

新
高
倉
公
園
開
園

新
高
倉
公
園
開
園

相
模
幼
稚
園
々
庭
と
長

後
市
民
セ
ン
タ
ー
第
２
駐

車
場
に
接
す
る
交
差
点
に

設
置
さ
れ
て
い
た
点
滅
信

号
機
が
撤
去
さ
れ
、
一
時
停

止
標
識
に
置
き
換
わ
っ
た
。

る
。
物
語
の
舞
台
は
長
後
の
街

と
人
々
。
今
ま
で
通
学
路
し
か

知
ら
な
か
っ
た
生
徒
達
は
、
映

画
作
り
を
通
し
て
街
の
歴
史

を
知
り
、
人
々
の
温
か
さ
に
触

れ
た
と
口
を
揃
え
た
。

増
渕
広
美
校
長
は
生
徒
達

に
「
こ
の
達
成
感
を
一
生
の

宝
に
し
て
ほ
し
い
」
、
山
口

金
雄
専
務
理
事
は
「
多
く
の

人
に
観
て
も
ら
う
機
会
を

作
り
た
い
」
と
話
し
た
。

スプリングコンサート

おやじバンドによる懐かしのＧＳ
３月１５日(日)長後公民館主催のおやじバン

ド演奏会、今回は「ケイリー寺谷＆音座☆６９」

地域活性化事業の一環 高校生が撮る

長
後
公
民
館
・

長
後
地
区
社
協
共
催
事
業

65
歳
か
ら
の｢

元
気
体
操｣

日
時

５
月
７
日
～
７
月
23
日

毎
週
木
曜
日

対
象

長
後
地
区
在
住
の
65
歳
以

上
の
方
20
名

講
師

高
島

薫

先
生

費
用

無
料

服
装

動
き
や
す
い
服
装
・
運
動
靴

持
物

フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル
・
飲
み
物

申
込

４
月
13
日(

月)

８
時
30
分
か

ら
電
話
ま
た
は
来
館
先
着
順

第
４
回
す
く
す
く
応
援
事
業

｢

長
後
子
育
て
メ
ッ
セ｣

日
時

５
月
19
日(

火)

10
時
～
12
時

内
容

人
形
劇
・
親
子
体
操
ほ
か
親
子

で
楽
し
む
プ
ロ
グ
ラ
ム
満
載

木
蓉
会

日
時

第
１
、
３
木
曜
日

９
時
30
分
～
12
時

講
師

田
中
柊
象
先
生

内
容

習
字
の
練
習

会
費

３
０
０
０
円(

入
会
５
０
０
円)

申
込

地
頭
薗

じ
と
う
ぞ
の

ツ
ヤ
子(

44)

５
３
６
２

※
場
所
は
い
ず
れ
も
長
後
公
民
館

お
車
で
の
来
館
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

長
後
公
民
館(

46)

７
３
７
３

製
作
を
担
当
し
た
高
校
生
達

を迎え５人のメンバー

によるＧＳ（グループ

サウンズ）等の演奏

に酔いしれた。

「
相
模
国
渋
谷
氏
は
、
鎌
倉
幕

府
成
立
前(

一
一
八
〇
年)

に
は
、

確
固
た
る
力
を
持
っ
て
長
後
を

含
む
綾
瀬
、
海
老
名
、
厚
木
に
ま

た
が
る
地
域
を
支
配
し
て
い
た
。

そ
し
て
そ
の
史
実
は
中
世
武
士

の
貴
重
な
資
料
と
し
て
、
戦
前
、

ア
メ
リ
カ
エ
ー
ル
大
学
の
日
本

人
助
教
授
が
世
界
に
向
け
て
発

表
し
て
い
た
」
。

こ
の
よ
う
な
興
味
深
い
話
か
ら

｢

長
後
か
ら
飛
び
立
っ
た
鎌
倉
武

士｣

の
講
座
は
始
ま
っ
た
。
３
月

12
、
19
日
、
講
師
は
、
鎌
倉
考
古

学
研
究
所
理
事
伊
藤
一
美
氏
。

｢

吾
妻
鏡｣

に
登
場
す
る
渋
谷

重
国
の
孫
の
代
に
は
後
に
名
高

い
東
郷
平
八
郎
を
生
む
東
郷
家

や
鎌
倉
御
家
人
の
初
代
定
心
が

続
く
。
東
京
の
渋
谷
は
、
高
座
郡

渋
谷
氏
が
鎌
倉
後
期
に
移
っ
た

地
名
で
あ
る
こ
と
、
領
地
替
え
で

現
在
の
鹿
児
島
県
入
来
町
に

移
っ
た
渋
谷
氏
が
現
在
も
続
い

て
い
る
こ
と
、
そ
こ
に
伝
わ
る

｢

入
来
院
文
書｣

で
判
る
鎌
倉
御

家
人
の
実
生
活
等
々
、
こ
の
地
で

生
き
た
鎌
倉
武
士
の
世
界
を
参

加
者
は
堪
能
し
た
。

～

長
後
公
民
館
歴
史
講
座

～

第７回 花フェスタ
初夏の一日 花の広場で遊ぼう

５月９日(土)/雨天１０日(日)
１０時～１５時

場所：花の広場(相模幼稚園前)
苗販売・野点・フリーマーケット・模擬店等

主催：長後花いっぱい運動推進委員会

問合せ：長後市民センター地域担当

(４４)１６２２


